
13  学 校 図 書 館 教 育 

 

幼稚園・保育園、小・中学校及び高等学校における図書館の利用指導、読書指導、図書館の

運営上の諸問題について協議し、学校図書館教育の向上・充実を図ってきた。 

 

(1) 長野県図書館大会 

  ア 主 催  長野県図書館協会  長野県教育委員会 

  イ 期 日  平成 22年 10 月 30 日（土） 

ウ 会 場   飯田文化会館 飯田市立飯田東中学校 

   

 １ 大会テーマ 

     国民読書年を機に、豊かな心を育み、学びを支える図書館の可能性を考えよう! 

          ～さらなる家庭・学校・地域との連携を広げよう～ 

      

２ 趣 旨 

       2010 年を「国民読書年」と定め、社会全体で読書の大切さや読書環境について考え

ようと動き出している中で、第 60回大会を迎えた。 

     図書館が、豊富で確かな情報を蓄え提供する基本的サービスを中心に、家庭・学校

及び地域間における人と本の結びつきを強める核となるよう、生きる力と知性を育む

図書館の可能性について考えよう。 

   （1）図書館は、地域住民が必要とする資料・情報の提供や課題解決を支援する情報の拠

点として、また、人と本を結ぶ場として大切な役割を担っています。図書館を暮ら

しや地域の中に根付かせるために、図書館サービスの充実について考えよう。 

     （2）乳幼児期からの読みきかせは、親子が絵本を通し共に楽しい時間を過ごすこと

により、感性を磨き、創造力と豊かなことばを育み、コミュニケーションの向上

へとつながります。家庭内での読みきかせの普及により、子どもたちの豊かな心

を育む読書活動の推進について考えよう。 

     （3）「新学習指導要領」の趣旨を踏まえ、子どもの豊かな心や自ら学ぶ力を育む学校図

書館の充実や、図書館を活用した学習のあり方について考えよう。また朝読書や家

庭読書、公共図書館との連携など、児童・生徒が本に親しむ環境づくりについて考

えよう。 

     （4）高校生や大学生が生きる力を培うために、高校及び大学図書館を活用した学びのあ

り方について考えよう。 

     （5）様々な支援を必要とする人たちへのより充実した図書館サービスができるよう、ボ

ランティアや関係機関との連携支援について考えよう。 

 



 

     ３ 日 程   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ４ 記念講演 

       『 おひとりさまで大丈夫 ～つながる楽しみ、読むよろこび～ 』 

         講 師  東京大学文学部大学院教授  上野千鶴子 氏 

   

    ５ 分 科 会 

      15 分科会に分かれて研究を深めた。 

 

 

(2) 各地区学校図書館教育研究会 
 

地 区 期  日 会場校（小・幼） 会 場 校（中） 

北 信 ９月 ２日(木) 中野市立平岡小学校 中野市立高社中学校 

中 信 11 月 ５日(金） 塩尻市立宗賀小学校 塩尻市立塩尻西部中学校 

南 信 ＊ 県図書館大会（飯田文化会館、飯田東中学校） 

東 信    

 

会場：飯田文化会館 

9:00 

～ 9:30 

受 付 

9:00 

～ 9:50 

開 会 式 

10:00 

～11:40 

講 演 会 

12：00 

～13：10 

アトラクション・移動・昼食 

会場：飯田文化会館、飯田東中学校 会場：飯田文化会館 

13：10 

～15：10 

       分 科 会 

15:10 

～15:40 

移 動 

15:40 

～16:10 

開 会 式 


